


























 

緒言: 

当研究班は未熟児管理の基準設定を目ざしているが,未熟児管理の基準に関し

ては,昭和 43 年の日本小児科学会新生児委員会の「未熟児管理に関する勧告」

(資料として本報告に添付,この勧については新しい勧告が出るまで,さし当り

黒字で加筆,消除した程度の訂正が必要と考えられる)がある。昭和 43 年以後に

おける新生児学全般の進歩,とくに新生児疾患の診断・治療・および,新生児の

養育や医療に必要な器機などの進歩を考えれば,「未熟児管理に関する勧告」は

当然改訂されるべきであり,これが本研究班に課せられた研究課題の一つであ

ると考える。 


